
令和 2 年 11 月 30 日発行(第 17 号) 

 

報告:有楽斎 

  

 毎週火曜日の午後 1 時過ぎから午後 4 時半ごろまで、朝日 2 丁目集会所で「健康

麻雀ミーティング」をワイワイガヤガヤとやっていたのですが、新型コロナウイルス

感染拡大防止の為、3 月 10 日から自粛し現在も休局中です。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぶらっとサロン通信 令和 2 年 11 月号 

 今号では、古くからある京椿の品種を 8 種ご案内します。 

 その他にも、赤腰蓑(あかこしみの)秋咲白牡丹(あきざきはくぼたん)風折(かざおれ)一水椿(いっすいつぱき/ 

 平岡八幡宮固有種しだれ八重白玉椿)なども関西を代表する古典品種です。 

諫早(いさはや) 

C. j. 'Isahaya' 

紅色地 白斑入り  

八重 蓮華咲き  

小さめの筒～割りし

べ 大輪 

京都市伏見に樹齢 3～

400 年の古木がある

古い品種 

※C.j.=Camellia japonica の略 

 

『和みの庭』ほかに掲載された品種から「有楽斎」が独断で選抜しました。 

片山宗旦（かたやまそうた

ん） 

C. j.Katayama-sôtan' 

白色 一重 筒～ラッパ

咲き 丸弁 小輪 

「宗旦(そうたん)」と共に 

大徳寺聚光院に原木が

ある 

胡蝶侘助(こちょうわびすけ) 

C. w. 'Kochô-wabisuke' 

桃紅色地 白斑入り 一重  

猪口咲き 侘芯 極小輪  

総見院の説明書きには以下

のように書かれている。 

千利休遺愛の侘助（胡蝶侘

助）は京椿の代表種銘椿の一

つ これが本当の茶人の 

いう侘助の原木 

白澄(しらすみ) 

C. j. 'Shirasumi'synonym : 

'Shiro-suminokura' 

白色 千重咲き 中～大輪 京の 

豪商 角倉了以に因む関西の古花  

別名：白角倉(しろすみくら) 紅色、

千重咲きの「赤角倉」とともに「赤

角あかすみ」「白角しろすみ」と呼ば

れていて その「しろすみ」から「し

らすみ白澄」に転じた 

長福寺 石橋(しゃっきょう) 

C. j. 'Shakkyô' Chôfukuji 

Temple 

synonym : C. j.'Daikagura' 

一般名：太神楽(だいかぐら) 

紅色地 白斑入り 牡丹～獅子

咲き 大輪「紅太神楽」に白斑

が入った品種。別名が多く 二

条城では「星飛（照日）」他に

「清緋」「清日」「絞太神楽」

など 

霊鑑寺 白牡丹(はくぼたん) 

C, j. 'Reikanji-hakubotan' 

白色 八重 牡丹咲き  

散りしべ 大輪 

一般名「不老門(ふろうもん)」 

光格天皇（1771～1840）

中宮お手植えと伝えられ

ている  

霊鑑寺固有種 

村娘(むらむすめ) 

C. j. 'Muramusume'  

紅色 八重咲き 小～中輪 京都の

宝鏡寺（人形寺）に原木 人形寺と

して有な尼門跡寺院 宝鏡寺の門

外不出の「村娘」 百々（どど）御所

とも称し人形の寺また花の寺、椿

の寺としても有名。 なかでも「熊

谷」は肥後椿の原木となった巨木 

貴重な京椿の一つから「庭木の王」

とされる 

紅筆（べにふで） 

C. rusticana 'Beni-fude' 

淡桃色地 紅縦絞り 白

覆輪 八重咲き 中輪 

「紅筆(べにふで)」は 

長福寺の固有名 

光格天皇ご下賜のツバ

キで 「緋竜」「石橋」

「小式部」などとともに

勅名の品種 


